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「
閉
じ
込
め
ろ
、
そ
れ
も
永
久
に
だ
」

ド
イ
ツ
刑
法
は
保
安
刑
法
へ
の
途
上
に
あ
る
の
か
｜
｜

変
遷
期
に
あ
る
法
効
果
体
系
、
制
裁
実
務
及
び
刑
事
政
策
討
議

中
）

ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
ハ
イ
ン
ツ

吉

田

敏

雄
（
訳
）

一

前
号
）

二

前
号
）

三

こ
こ
数
十
年
の
刑
法
改
正
は
制
裁
実
務
の
変
遷
の
十
分
条
件
で
は

な
い
し
、
常
に
必
要
条
件
で
あ
る
と
す
ら
い
え
な
い
。
こ
こ
数
年
一
層

明
確
に
拡
大
さ
れ
た
こ
れ
ほ
ど
に
大
き
な
活
動
余
地
は
他
の
ど
の
法
秩

序
に
も
見
ら
れ
な
い
。
例
え
ば
、
重
い
強
盗
（
刑
法
第
二
五
〇
条
第
二

項
、
第
三
項
）の
法
定
刑
は
一
年
以
上
一
五
年
以
下
の
自
由
刑
で
あ
り
、

住
居
侵
入
窃
盗
の
法
定
刑
は
六
月
以
上
一
〇
年
以
下
で
あ
り
、
故
殺
で

は
、
一
年
の
自
由
刑
又
は
終
身
自
由
刑
の
宣
告
が
可
能
で
あ
る
。
そ
れ

ど
こ
ろ
か
、
法
律
の
「
𨻶
間
」
を
利
用
す
る
実
務
か
ら
さ
ら
な
る
進
展

が
見
ら
れ
る
こ
と
も
希
で
は
な
い
。
そ
う
な
る
と
、
立
法
者
は
公
証
人

の
機
能
に
自
己
限
定
す
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
機
能
で
、
立
法
者
は
、
こ

の
種
の
、
地
域
的
な
展
開
を
追
体
験
し
、
全
国
的
に
拡
充
す
る
。
特
に
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こ
れ
が
顕
著
に
見
ら
れ
る
の
は
少
年
刑
法
に
お
け
る
「
実
務
に
よ
る
少

年
法

61
）

改
正
」
あ
る
い
は
一
九
八
六
年
の
第
二
十
三
次
刑
法
改
正
法
に

よ
っ
て
刑
法
第
五
六
条
第
二
項
が
判
例
に
適
合
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
、
も

と
よ
り
、
つ
い
最
近
の
取
り
決
め
（A

b
sp
ra
ch
e

）
に
関
す
る
連
邦
政
府

草
案
、
赦
し
（p

a
rd
o
n

）、
つ
ま
り
、
刑
事
手
続
き
に
お
け
る
「
折
り
合

い

62
）

（V
ersta

n
d
ig
u
n
g

）」で
あ
る
。
他
面
で
又
、
立
法
者
の
目
的
観
念
が

期
待
さ
れ
た
と
お
り
に
は
受
け
容
れ
ら
れ
な
い
こ
と
も
希
で
は
な
い
。

例
え
ば
、
刑
の
留
保
付
き
警
告
は
刑
訴
法
第
一
五
三
条
ａ
に
比
べ
て

ま
っ
た
く
実
現
で
き
な
か

63
）

っ
た
。

実
務
が
自
己
の
活
動
余
地
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
を
ど
れ
ほ

ど
利
用
し
て
い
る
か
は
、
刑
法
施
行
後
の
最
初
の
数
十
年
の
刑
罰
実
務

の
発
展
を
見
る
と
す
ぐ
に
分
か
る
。
帝
国
犯
罪
統
計
が
公
表
さ
れ
た
最

初
の
年
で
あ
る
一
八
八
二
年
は
、宣
告
刑
全
体
の
七
六

八
％
が
自
由
刑

の
実
刑
判
決
だ
っ
た
。
第
一
次
世
界
大
戦
の
勃
発
前
は
制
裁
体
系
の
法

律
改
正
は
ま
っ
た
く
行
わ
れ
な
か
っ
た
が
、
そ
の
割
合
は
四
五

五
％

（
一
九
一
三
年
）に
下
が
っ
た
。
こ
れ
に
相
応
し
て
、
罰
金
刑
の
割
合
は

五
二
％
に
上
が

64
）

っ
た
。

現

65
）

在
は
、一
般
刑
法
に
よ
っ
て
有
罪
宣
告
を
受
け
た
者
の
八

七
％
し

か
収
容
制
裁
を
言
い
渡
さ
れ
て
い

66
）

な
い
。
非
公
式
の
制
裁
、
つ
ま
り
、

狭
義
の
起
訴
猶
予
の
打
ち
切
り
（
刑
訴
法
第
一
五
三
条
、
刑
訴
法
第
一

五
三
条
ａ
、
刑
訴
法
第
一
五
三
条
ｂ
）を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
｜

一
八

八
二
年
当
時
は
（
と
も
か
く
も
理
論
上
は
）
す
べ
て
有
罪
判
決
を
言
い

渡
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
｜

収
容
制
裁
の
割
合
は
三
％
以
下
で
あ
る

（
参
照
、
表
１
、
17
行
目
）。

と
り
わ
け
、
司
法
経
済
上
の
理
由
に
よ
っ
て
｜

負
担
軽
減
と
迅
速

｜

量
的
に
見
た
制
裁
実
務
の
最
大
の
転
機
、
ド
イ
ツ
型
の「
デ
イ
ヴ
ェ

ル
ジ
オ
ー
ン
」
の
無
敵
の
進
軍
、
つ
ま
り
、
起
訴
便
宜
上
の
理
由
か
ら

の
手
続
き
打
ち
切
り
が
も
た
ら
さ

67
）

れ
た
。
統
計
上
概
観
で
き
る
一
九
八

一
年

68
）

か
ら
、
デ
イ
ヴ
ェ
ル
ジ
オ
ー

69
）

ン
率
は
三
四

二
％
か
ら
五
二

五
％

に
上
が
っ
た
（
二
〇
〇
六
年
。
参
照
、
表
１
、
10
列
目
）
の
で
あ
り
、

し
か
も
、
と
り
わ
け
、
負
担
の
付
か
な
い
打
ち
切
り
が
増
大
し
て
い
る

（
刑
訴
法
第
一
五
三
条
、
刑
訴
法
第
一
五
三
条
ｂ
）。
こ
れ
に
よ
り
、
実

務
は
被
有
罪
者
の
絶
対
数
を
ほ
ぼ
一
定
数
に
保
つ
こ
と
が
で
き
た
の
で

あ
る
。（
公
式
、
非
公
式
）に
制
裁
を
受
け
た
者
の
数
は
一
九
八
一
年
か

ら
二
〇
〇
六
年
に
か
け
て
四
九
％
上
が
っ
た
が
、
被
有
罪
者
の
数
は

七
％
し
か
増
え
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
警
察
に
認
知
さ
れ
た
犯
罪
の

増
加
は
検
察
官
に
よ
り
き
わ
め
て
大
幅
に
手
続
き
法
上
非
犯
罪
化
さ
れ

た
の
で
あ
る
。
起
訴
猶
予
の
判
断
主
体
は
検
察
官
で
あ
り
、
検
察
官
は
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「
裁
判
官
の
前
の
裁

70
）

判
官
」
に
な
っ
た
。
刑
訴
法
第
一
五
三
条
、

刑
訴
法
第
一
五
三
条
ａ
、
刑
訴
法
第
一
五
三
条
ｂ
に
よ
る
打
ち

切
り
決
定
全
体
の
中
で
、
二
〇
〇
六
年
に
は
、
わ
ず
か
一
四

三
％
し
か
裁
判
所
に
よ
っ
て
下
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
論

文
等
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
懲
罰
性
の
増
大
に
関
し
て
言
う
と
、

表
１
の
デ
ー
タ
か
ら
次
の
こ
と
が
分
か
る
。

・
刑
事
政
策
上
の
討
議
「
刑
法
に
よ
る
保
安
」
も
保
安
側
面

指
向
の
立
法
も
非
公
式
の
制
裁
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
に
繫

が
っ
て
い
な
い
。

・
手
続
が
刑
訴
法
第
一
五
三
条
ａ
に
よ
っ
て
処
理
さ
れ
た
被

疑
者
・
被
告
人
の
割
合
は
ほ
ぼ
変
わ
っ
て
い
な
い
（
参
照
、

表
１
、
11
列
目
）。
一
九
九
三
年
と
一
九
九
九
年
の
改
正
法

が
刑
訴
法
第
一
五
三
条
ａ
の
限
定
要
件
を
な
く
し
た
こ
と

も
、
取
り
決
め
の
拡
大
も
そ
の
痕
跡
を
残
し
て
い
な
い
。

一
九
六
九
年
の
刑
法
改
正
に
よ
っ
て
自
由
刑
宣
告
の
絶
対

数
、
相
対
数
と
も
に
半
分
以
下
に
な
っ
た
（
参
照
、
表
２
、
１

９
６
５
年
、
１
９
７
５
年
、
３
列
目
、
９
列
目
）。
特
に
、
収
容

制
裁
数
の
減
少
が
顕
著
に
見
ら
れ
る
。
一
九
五
〇
年
に
は
、
そ

表１：一般刑法によって非公式及び公式に制裁を受けた者。

西ベアリーンを含む旧連邦州、一九九三年（検察統計）ないし一九九五

年（刑事訴追統計）からは全ベアリーンを含む。
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の
数
は
一
般
刑
法
に
よ
る
有
罪
判
決
全
体
の
三
七
％
だ
っ
た

が
、
一
九
五
三
年
に
保
護
観
察
の
た
め
の
刑
の
猶
予
が
導
入
さ

れ
て
か
ら
、
そ
の
割
合
は
一
九
％
に
減
少
し
、
一
九
六
九
年
の

刑
法
改
正
に
よ
っ
て
、
そ
の
割
合
は
六
％
（
参
照
、
表
２
、
14

列
目
）に
減
少
し
た
。
す
な
わ
ち
、
実
務
は
、「
一
般
予
防
の
観

点
か
ら
す
る
と
自
由
刑
の
執
行
は
大
幅
に
放
棄
さ
れ
う
る
こ

と
、
自
由
刑
の
執
行
は
再
社
会
化
の
側
面
か
ら
し
て
も
他
の
あ

ら
ゆ
る
制
裁
選
択
肢
に
劣
後
す
る
と
い
う

71
）

認
識
」
に
従
っ
た
の

で
あ
る
。
同
様
に
印
象
的
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
が
、
明
ら
か

に
か
な
り
低
い
水
準
で
は
あ
る
が
、
保
安
監
置
処
分
の
改
正
で

あ
る
。
一
九
六
五
年
に
は
ま
だ
二
一
九
人
の
被
有
罪
者
に
こ
の

処
分
が
命
令
さ
れ
た
が
、
一
九
七
五
年
に
は
五
二
人
に
し
か
命

令
さ
れ
な
か
っ
た
。

こ
の
点
で
も
、
過
去
十
年
の
改
革
も
安
全
討
議
も
構
造
的
に

何
か
変
化
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
注
目
に
値
す
る

の
は
、
罰
金
刑
が
｜

非
公
式
制
裁
の
拡
大
に
も
関
わ
ら
ず

｜

高
い
割
合
を
維
持
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（
参
照
、
表
２
、

８
列
目
）。
被
制
裁
者
全
体
と
の
関
連
で
は
、
収
容
制
裁
を
言
い

渡
さ
れ
た
被
有
罪
者
の
割
合
は
増
加
し
な
か
っ
た
（
参
照
、
表

表２：一般刑法によって有罪を宣告された主刑毎の人数。

西ベアリーンを含む旧州、一九九五年からは全ベアリーンを含む。
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１
、
17
列
目
）。
た
だ
し
、
宣
告
さ
れ
た
自
由
刑
の
中
で
は
ず
れ
が
生
じ

た
。
す
な
わ
ち
、
二
年
以
下
の
短
期
及
び
中
期
の
自
由
刑
が
減
少
し
、

二
年
を
超
え
て
五
年
以
下
の
自
由
刑
が
顕
著
に
増
加
し
た
（
参
照
、
表

３
、
８
列
目
、
九
列
目
。
図
表
２
）。
こ
こ
に
、
性
的
自
己
決
定
に
対
す

る
犯
罪
、
暴
力
犯
罪
、
薬
物
犯
罪
に
対
す
る
評
価
の
見
直
し
が
現
れ
た

よ
う
に
見
え
る
、
し
か
も
、
一
九
九
八
年
の
法
定
刑
の
引
き
上
げ

72
）

前
に
。

し
か
し
、
全
体
と
し
て
み
る
と
、
こ
の
種
の
重
罰
化
が
現
れ
た
範
囲

は
小
さ
い
。一
般
刑
法
に
よ
っ
て
有
罪
宣
告
を
下
さ
れ
た
者
の
一

六
％

が
二
四
ヶ
月
を
超
え
る
自
由
刑
（
終
身
刑
を
含
む
）
に
処
せ
ら
れ
た
。

さ
ら
に
考
慮
に
入
れ
ら
れ
る
べ
き
な
の
は
、
起
訴
便
宜
規
定
の
利
用
が

増
え
る
こ
と
で
軽
い
犯
罪
ば
か
り
か
中
位
の
重
さ
の
犯
罪
も
裁
判
手
続

を
免
れ
た
可
能
性
が
あ
り
、
そ
の
結
果
、
有
罪
判
決
と
い
う
の
が
起
訴

可
能
な
犯
罪
の
中
で
も
か
な
り
重
い
犯
罪
形
態
の
方
に
ま
す
ま
す
ぶ
れ

る
こ
と
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
な
る
と
、
制
裁
実
務
は
変

わ
ら
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
自
由
刑
の
割
合
も
か
な
り
長
期
の
自
由
刑
の

割
合
も
増
加
す
る
。
も
と
よ
り
、
詳
し
く
分
析
す
る
と
、
ほ
か
な
ら
ぬ

上
記
の
犯
罪
群
で
は
起
訴
便
宜
の
理
由
か
ら
の
打
ち
切
り
の
蓋

73
）

然
性
が

わ
ず
か
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
実
際
に
は
、
無
論
、
分
野
的
に
限
定

さ
れ
た
重
罰
化
と
い
っ
て
も
か
ま
わ
な
い
で
あ
ろ
う
。

表３：一般刑法によって有罪宣告を受け、執行された自由刑期毎の人数。

西ベアリーンを含む旧州、一九九五年からは全ベアリーンを含む。
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こ
の
変
化
は
受
刑
者
率
（
住
民
人
口
一
〇
万
人
当
た
り
の
基
準
日
に

お
け
る
受
刑
者
数
）
に
も
現
れ
て

74
）

い
る
。
予
定
執
行
期
間
が
五
年
以
下

の
受
刑
者
の
割
合
が
不
釣
合
い
に
高
く
な
っ
た
（
出
立
点
が
非
常
に
低

か
っ
た
の
で
あ
る
が
）（
参
照
、
図
表
３
）。

し
た
が
っ
て
、
自
由
刑
の
執
行
を
持
続
的
に
減
少
さ
せ
る
と
い
う
目

的
は
達
成
さ
れ
な
か
っ
た
。
受
刑
者
率
は
な
る
ほ
ど
依
然
と
し
て
か
な

り
低
い
の
だ
が
、
し
か
し
、（
ま
た
も
や
）
上
昇
傾
向
に
あ
る
（
参
照
、

図
表
３
）。
こ
の
増
加
の
原
因
は
多
様
で
あ
る
｜

被
有
罪
者
の
増
加
、

長
期
自
由
刑
が
頻
繁
に
科
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
と
、
残
刑

猶
予
の
減
少
、
外
来
制
裁
の
部
分
的
失
敗
（
保
護
観
察
の
た
め
の
刑
の

猶
予
の
取
り
消
し
、
代
替
自
由
刑
）。

受
刑
者
、
被
改
善
・
保
安
処
分
者
の
基
準
日
に
お
け
る
人
数
は
新
入

者
数
、
在
所
期
間
の
関
数
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど
、
被
収
容
者
率
の
動
き

に
最
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
は
有
罪
宣
告
数
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
こ
数
年
、
他
の
影
響
要
因
、
特
に
、
科
刑
期
間
な
い
し
収
容
期
間
が

ま
す
ま
す
重
要
性
を
増
し
て
い
る
。
こ
の
事
は
、
被
有
罪
者
数
な
い
し

自
由
刑
を
執
行
さ
れ
た
者
と
基
準
日
に
自
由
刑
を
執
行
さ
れ
て
い
る
者

あ
る
い
は
自
由
剥
奪
の
処
分
を
受
け
て
い
る
者
の
間
の
開
き
が
明
ら
か

図表２：一般刑法によって比較的長期の自由刑を言い渡された者。実刑自由

刑判決を言い渡された者との割合。西ベアリーンを含む旧州、一九九

五年からは全ベアリーンを含む。

北研46(1・ )112 112

資 料



に
減
少
し
た
と
い
う
と
こ
ろ
に
印
象
深
く
現
れ
て
い
る
（
参
照
、
図
表

４
）。実
刑
自
由
刑
を
宣
告
さ
れ
た
者
と
被
収
容
者
の
比
較
か
ら
分
か
る

よ
う
に
、
そ
の
二
つ
の
線
は
一
九
九
八
年
か
ら
離
れ
て
い
く
傾
向
に
あ

る
。
こ
の
こ
と
は
、
自
由
刑
の
科
刑
が
ま
す
ま
す
長
期
化
し
て
い
る
こ

と
の
結
果
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

犯
罪
者
｜

被
害
者
｜

和
解
の
適
用
頻
度
が
そ
の
支
持
者
の
期
待

に
及
ば
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
公
式
の
刑
事
司
法
統
計
が
刑
法

第
四
六
条
ａ
の
定
め
る
犯
罪
者
｜

被
害
者
｜

和
解
に
関
す
る
何
等

の
資
料
も
提
供
し
て
い
な
い
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
て
す
ら
そ
う
な
の
で

75
）

あ
る
。
し
か
し
、
二
〇
〇
六
年
に
、
損
害
回
復
と
犯
罪
者
｜

被
害
者

｜

和
解
が
行
な
わ
れ
た
の
は
刑
訴
法
第
一
五
三
条
ａ
の
負
担
／
指
図

全
体
の
一
一
％
で
し
か
な
か
っ
た
と
い
う
所
見
（
参
照
、
表
４
、
２
列

目
、
６
列
目
）
か
ら
す
ぐ
に
分
か
る
こ
と
は
、
一
部
の
者
が
考
え
て
い

る
よ
う
な
、（
刑
訴
法
第
一
五
三
条
ａ
に
よ
っ
て
処
理
さ
れ
る
一
九
％
の

刑
事
手
続
だ
け
で
な
く
）
全
刑
事
手
続
の
二
〇
％
が
犯
罪
者
｜

被
害

者
｜

和
解
に
適
し
て
い
る
と
の
評
価
か
ら
、
実
務
は
遠
く
離
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で

76
）

あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
自
由
剥
奪
の
改
善
・
保
安
処
分
の
領
域
に
お
け
る

図表３：刑事裁判官の命令に基づいて刑務所、処分施設に収容された者（基準

日、それぞれ毎年三月三一日）。被収容者率（刑事成年住民人口十万

人当たり）。西ベアリーンを含む旧州、一九九二年（被収容者、被保

安監置者）からないし一九九六年（処分執行）から全ベアリーンを含

む。
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図表４：一般刑法によって有罪を宣告された者並びに（それぞれ毎年三月三

一日）受刑者、被保安監置者、精神病院又は禁絶施設に収容されてい

る者。絶対数（左Ｙ軸：被有罪者ないし実刑自由刑を言い渡された

者。右Ｙ軸：受刑者及び被改善・保安処分者）。

西ベアリーンを含む旧州、一九九二年から（受刑者、被保安監置者）、

一九九五年から（被有罪者）ないし一九九六年から（改善・保安処分

執行）全ベアリーンを含む。

表４：一般刑法によって非公式に刑訴法第一五三条ａによって負担付の制裁

を科せられた者。ドイツ 二〇〇六年。
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改
革
の
影
響
に
は
か
な
り
も
の
が
あ
る
。
こ
こ
数
年
、
ド
イ
ツ
連
邦
共

和
国
（
旧
州
の
）
の
歴
史
に
か
つ
て
な
か
っ
た
ほ
ど
、
多
く
の
者
に
｜

二
、四
八
一
人（
二
〇
〇
六
年
）
｜

刑
法
第
六
三
条
、
刑
法
第
六
四
条
、

刑
法
第
六
六
条
に
よ
る
刑
事
収
容
処
分
が
言
い
渡
さ
れ
て
い
る（
参
照
、

表
５
、
３
列
目
）。
収
容
処
分
の
増
大
、「
無
危
険
」
の
要
件
が
高
め
ら

れ
た
た
め
に
（
条
件
付
）
退
院
が
減
少
し
た
こ
と
、
し
た
が
っ
て
、
結

局
、
収
容
期
間
が
長
く
な
っ
た
こ
と
の
結
果
と
し
て
、
特
に
、
基
準
日

に
収
容
さ
れ
て
い
る
者
の
人
数
が
不
つ
り
あ
い
な
ほ
ど
増
加
し
た
。
今

日
ほ
ど
、
こ
ん
な
に
多
く
の
者（
二
〇
〇
七
年
三
月
三
一
日：

九
、〇
七

五
人
）
が
自
由
剥
奪
処
分
に
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
無
か
っ
た
（
参
照
、

表
６
、
４
列
目
）。
そ
の
間
に
、
拘
禁
さ
れ
て
い
る
者
全
体（
未
決
拘
禁

を
除
く
）
の
一
五
％
が
自
由
剥
奪
処
分
を
執
行
さ
れ
て
い
る
（
参
照
、

図
表
３
）。
一
九
九
八
年
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
「
保
安
立
法
」
前
の
そ
れ

は
七
％
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
と
り
わ
け
、
保
安
監
置
で
は
、
被
収
容
者

数
に
著
し
い
変
化
が
あ
っ
た
。
予
期
し
た
と
お
り
、
と
り
わ
け
、
性
的

自
己
決
定
に
対
す
る
犯
罪
を
犯
し
た
者
は
著
し
く
増
加
し
た
が
、
予
期

に
反
し
て
、
比
較
的
若
い
者
の
割
合
で
は
な
く
、
比
較
的
年
を
と
っ
た
、

五
〇
歳
を
超
え
る
者
の
割
合
が
増
加
し
た
。

表
５
、
表
６
か
ら
分
か
る
の
だ
が
、
｜

一
般
に
考
え
ら
れ
て
い
る
の

表５：判決を受けた者ないし精神病院、禁絶施設又は保安監置収容命令を受

けた者の人数、一九五五年―二〇〇六年。絶対数。西ベアリーンを含む

旧州、一九九五年からは全ベアリーンを含む。
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表６：長期自由刑者、保安監置にいる者並びに刑法第六三条、刑法第六四条に

より収容された者（基準日、それぞれ三月三一日）。絶対数。西ベアリー

ンを含む旧州、一九九二年（受刑者、被保安監置者）ないし一九九六年

（改善・保安処分執行）からは全ベアリーンを含む。

図表５：精神病院被収容者（刑法第六三条）、終身自由刑者並びに被保安監置

者（算出基準日、それぞれ三月三一日）。頻度数（一八歳以上の住民

人口十万人当たり）。西ベアリーンを含む旧州、一九九二年（受刑者、

被保安監置者）からないし一九九六年から（改善・保安処分執行）全

ベアリーンを含む。
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と
は
異
な
り
｜

危
険
と
評
価
さ
れ
る
犯
罪
者
か
ら
の
保
安
は
、
終
身

自
由
刑
や
保
安
監
置
に
よ
る
よ
り
は
、
む
し
ろ
無
期
限
の
精
神
病
院
収

容
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
七
年
三
月
三
一
日
現
在
、
旧

州
全
体
で
一
、六
八
九
人
の
終
身
受
刑
者
が
い
る
が
、
六
、〇
六
一
が
刑

事
裁
判
官
の
指
示
で
精
神
病
院
に
収
容
さ
れ
て
お
り
、
四
一
一
人
が
保

安
監
置
に
付
さ
れ
て
い
る
（
参
照
、
表
６
、
３
列
目
、
５
列
目
、
６
列

目
）。五
年
を
超
え
一
五
年
以
下
の
自
由
刑
に
処
せ
ら
れ
た
受
刑
者
を
考

慮
に
入
れ
て
も
（
二
〇
〇
七
年
三
月
三
一
日：

五
、〇
五
九
人
）、
長
期

自
由
刑
に
処
せ
ら
れ
た
者
と
ほ
ぼ
同
数
の
者
が
刑
法
第
六
三
条
に
よ
っ

て
収
容
さ
れ
て
い
る
。
無
期
限
の
処
分
で
収
容
さ
れ
た
者
（
刑
法
第
六

三
条
、
刑
法
第
六
六
条
）
の
人
数
は
二
〇
〇
七
年
現
在
終
身
自
由
刑
に

処
せ
ら
れ
た
者
の
ほ
ぼ
四
倍
に
な
っ
て
い
る
。

精
神
病
院
収
容
期
間
は
、
無
論
、
保
安
監
置
や
終
身
自
由
刑
よ
り
も

は
る
か
に
短
い
の
が
普
通
で
あ
る
。
期
間
の
詳
細
は
も
と
よ
り
退
院
し

た
者
の
（
ご
く
小
さ
な
）
部
分
群
に
つ
い
て
し
か
分
か
ら
な
い
。
犯
罪

学
中
央
研
究
所
（K

rim
in
o
lo
g
isch

e Z
en
tra
lstelle

）
の
最
新
の
調
査

に
よ
れ
ば
、
二
〇
〇
六
年
に
、
終
身
自
由
刑
者
の
二

一
％
が
刑
法
第
五

七
条
ａ
に
よ
る
か
一
七
年
（
中
央
値
）
の
服
役
後
恩
赦
に
よ
り
釈
放
さ

77
）

れ
た
。
被
保
安
監
置
者
の
六

九
％
が
釈
放
さ
れ
た
が
、
保
安
監
置
の
前

に
服
し
て
い
た
刑
を
含
め
て
一
一
年
な
い
し
一
二
年
（
中
央
値
）
拘
禁

さ
れ
て
い
た
の
で

78
）

あ
る
。
精
神
病
院
か
ら
は
八

四
％
が
退
院
し
た
が
、

五
、五
年
（
中
央
値
）
後
の
こ
と
だ

79
）

っ
た
。
平
均
し
て
一
一
月
続
く
長
期

休
暇
を
考
慮
に
入
れ
る
と
収
容
期
間
は
お
よ
そ
四

七
年
に
縮

80
）

ま
る
。一

九
六
八
年
に
仮
退
院
の
条
件
が
厳
し
く
な
っ
た
こ
と
に
鑑
み
、
精
神
病

院
収
容
期
間
が
最
近
ほ
ぼ
恒
常
的
に
増
加
し
た
こ
と
は
驚
く
に
足
ら

81
）

な
い
。

こ
れ
を
要
す
る
に
、
論
文
等
で
多
く
主
張
さ
れ
た
命
題
、
つ
ま
り
、

制
裁
実
務
に
傾
向
の
変
換
が
見
ら
れ
る
、
制
裁
実
務
は
明
ら
か
に
よ
り

懲
罰
的
に
な
っ
た
と
い
う
命
題
は
修
正
を
要
す
る
。

・
検
察
官
及
び
刑
事
裁
判
所
は
、
変
わ
る
こ
と
な
く
大
い
に
そ
し
て

引
き
続
き
多
少
増
え
る
傾
向
に
あ
る
が
、
刑
訴
法
第
一
五
三
条
、

刑
訴
法
第
一
五
三
条
ａ
、
刑
訴
法
第
一
五
三
条
ｂ
の
訴
追
し
な
い

権
限
を
行
使
し
て
い
る
。

・
刑
訴
法
第
一
五
三
条
、
刑
訴
法
第
一
五
三
条
ａ
、
刑
訴
法
第
一
五

三
条
ｂ
の
利
用
が
増
え
て
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
外
来
制
裁

の
割
合
が
著
し
く
減
少
し
た
と
は
い
え
な
い
。

・
有
罪
判
決
中
自
由
刑
宣
告
の
割
合
は
若
干
増
加
し
た
。
こ
れ
は
も
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と
よ
り
、
ま
す
ま
す
軽
い
犯
罪
や
中
位
の
犯
罪
は
ま
っ
た
く
起
訴

さ
れ
な
い
こ
と
の
結
果
か
も
し
れ
な
い
。
被
制
裁
者
全
体
と
の
関

連
で
は
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
自
由
刑
の
割
合
は
刑
法
改
正
後
そ
れ

ど
こ
ろ
か
全
体
と
し
て
減
少
し
て
お
り
、
最
近
は
数
値
に
変
化
は

見
ら
れ
な
い
。

・
保
護
観
察
の
た
め
に
猶
予
さ
れ
た
刑
の
割
合
は
最
近
だ
い
た
い
の

と
こ
ろ
変
わ
っ
て
い
な
い
。

・
但
し
、
宣
告
さ
れ
た
自
由
刑
の
分
野
に
は
変
動
が
あ
る
。
特
に
、

二
年
を
超
え
る
か
な
り
長
期
の
自
由
刑
の
割
合
が
増
加
し
て
い

る
。
こ
の
こ
と
は
、
性
的
自
己
決
定
に
対
す
る
犯
罪
、
暴
力
犯
罪
、

薬
物
犯
罪
に
対
す
る
評
価
の
見
直
し
と
関
係
し
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
無
論
、
こ
れ
ら
の
犯
罪
の
重
さ
に
変
化
の
あ
っ
た
可
能

性
も
否
定
で
き
な
い
。
こ
れ
ら
の
分
野
で
自
由
刑
が
か
な
り
長
期

化
す
る
傾
向
は
既
に
一
九
九
八
年
前
に
始
ま
っ
て
い
た
の
で
あ

り
、
保
安
立
法
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
た
の
で
は
な
い
。
全
体
と
し

て
、
こ
の
重
罰
化
は
ご
く
小
さ
な
犯
罪
群
に
し
か
当
て
は
ま
ら
な

い
。
二
年
を
超
え
る
自
由
刑
の
割
合
は
二
〇
〇
六
年
に
被
有
罪
者

の
一

六
％
だ
っ
た
。

・
こ
れ
に
対
し
て
、
は
っ
き
り
と
し
た
痕
跡
を
残
し
て
い
る
の
が
自

由
剥
奪
処
分
の
領
域
の
法
改
正
で
あ
る
。
基
準
日
の
収
容
命
令
の

数
値
も
被
収
容
者
の
数
値
も
著
し
く
増
加
し
た
。
し
か
し
、
純
粋

に
量
的
に
見
る
と
、
こ
れ
も
判
決
を
下
さ
れ
た
者
／
被
有
罪
者
の

一
％
以
下
と
い
う
比
較
的
少
数
群
で
あ
る
。

・
危
険
な
犯
罪
者
か
ら
の
保
安
は
精
神
病
院
収
容
に
よ
る
の
が
突
出

し
て
多
い
。
二
〇
〇
七
年
は
、
刑
法
第
六
三
条
に
よ
っ
て
収
容
さ

れ
る
者
が
刑
法
第
六
六
条
に
よ
っ
て
収
容
さ
れ
る
者
の
一
五
倍
に

上
る
。
も
と
よ
り
、
保
安
監
置
の
平
均
収
容
期
間
（
先
行
し
た
受

刑
を
含
め
て
）
は
精
神
病
院
に
お
け
る
よ
り
も
二
倍
少
々
長
い
。

し
た
が
っ
て
、
懲
罰
性
、
つ
ま
り
、
重
罰
化
は
部
分
領
域
で
の
み
確

認
で
き
る
、
特
に
、
強
姦
、
子
ど
も
の
性
的
陵
辱
、
故
意
の
殺
人
、
故

意
の
身
体
傷
害
並
び
に
、
薬
物
取
引
の
領
域
で
の
み
。
全
般
的
懲
罰
性

の
兆
候
を
公
式
の
統
計
か
ら
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
む
し
ろ
、
量
的

に
少
数
の
群
に
関
係
す
る
両
極
化
が
見
ら
れ
る
。

無
論
、
立
法
、
特
に
、
一
九
七
〇
年
代
中
頃
迄
認
め
ら
れ
た
非
犯
罪

化
の
用
意
か
ら
犯
罪
化
、
重
罰
化
へ
の
引
き
返
し
傾
向
に
目
を
向
け
る

と
、
も
っ
と
懲
罰
を
と
い
う
傾
向
に
関
す
る
判
断
は
異
な
っ
て
く
る
。

司
法
実
務
は
お
お
む
ね
迷
う
こ
と
な
く
自
己
の
規
準
に
従
っ
て
い
る

が
、大
衆
媒
体
に
も
刑
事
政
策
担
当
責
任
者
に
も
傾
向
転
換
が
生
じ
た
。
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u
rf d

er B
u
n
d
esreg

ieru
n
g
,,G
esetz zu

r R
eg
elu
n
g d

er
 

V
ersta

n
d
ig
u
n
g im

 
S
tra
fv
erfa

h
ren

“
v
o
m
 
21.1.2009

(h
ttp
. //

w
w
w
.b
m
j.b
u
n
d
.d
e /m

ed
ia
/a
rch

iv
e /3457.p

d
f).

63
）

二
〇
〇
六
年
に
は
、約
二
六
二
、〇
〇
〇
人
が
刑
訴
法
第
一
五
三
条
ａ

に
よ
り
手
続
が
打
ち
切
ら
れ
、六
、六
九
二
人
し
か
刑
の
留
保
付
き
警
告

を
言
い
渡
さ
れ
な
か
っ
た
、
つ
ま
り
、
警
告
一
件
に
付
き
三
九
件
の
打

ち
切
り
が
刑
訴
法
第
一
五
三
条
ａ
に
よ
り
行
な
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

64
）

一
九
一
三
年
の
被
有
罪
者
中
、
四
七
人
が
死
刑
を
言
い
渡
さ
れ
、
二

五
％
が
戒
告
（V

erw
eis

）
を
受
け
た
。

65
）

宣
告
さ
れ
た
制
裁
に
つ
い
て
の
情
報
を
提
供
す
る
刑
事
訴
追
統
計
の

最
新
報
告
年
は
二
〇
〇
六
年
で
あ
る
。
刑
事
訴
追
統
計
の
デ
ー
タ
は
旧

州
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
刑
事
訴
追
統
計
は
ザ
ク
セ
ン
｜

ア
ン
ハ
ル

ト
州
に
あ
っ
て
は
二
〇
〇
七
年
一
月
一
日
に
な
っ
て
よ
う
や
く
導
入
さ

れ
た
か
ら
、
連
邦
統
計
局
は
、
若
干
の
断
片
的
デ
ー
タ
を
別
に
す
れ
ば
、

西
部
州
と
全
ベ
ア
リ
ー
ン
の
調
査
結
果
し
か
発
表
し
て
い
な
い
。
紙
数

の
理
由
か
ら
、
本
論
文
で
は
、
重
罪
、
軽
罪
全
体
の
制
裁
実
務
の
全
数

だ
け
を
報
告
す
る
。
制
裁
実
務
の
進
展
と
現
状
に
つ
い
て
は
、
次
の
文

献
が
詳
し
い
。W

o
lfg
a
n
g
 
H
ein
z,
D
a
s stra

frech
tlich

e
 
S
a
n
k
-

tio
n
en
sy
stem

 
u
n
d
 
d
ie S

a
n
k
tio
n
ieru

n
g
sp
ra
x
is in

 
D
eu
tsch

-

la
n
d 1882

2006
(S
ta
n
d
:
B
erich

tsja
h
r 2006)

V
ersio

n
:
1 /2008

(h
ttp
: //w

w
w
.u
n
i-k
o
n
sta
n
z.d
e /rtf /k

is /sa
n
k
so
6.h
tm
).

66
）

保
護
観
察
に
付
さ
れ
た
自
由
刑
と
（
防
衛
刑
法
に
よ
っ
て
）
猶
予
さ

れ
た
自
由
拘
束
刑
（S

tra
fa
rrest

）
が
含
ま
れ
な
い
。

67
）

V
g
l.
u
.a
.
H
ein
z,
W
o
lfg
a
n
g
.
V
erfa

h
ren

srech
tlich

e
 
E
n
t-

k
rim

in
a
lisieru

n
g
-
k
rim

in
o
lo
g
isch

e u
n
d k

rim
in
a
lp
o
litisch

e
 

A
sp
ek
te d

er S
itu
a
tio
n in D

eu
tsch

la
n
d
.
In
:
F
estsch

rift fu
r

 
M
a
n
fred

 
B
u
rg
sta
ller.

W
ien
,
G
ra
z 2004,

S
.
507

526;
d
ers.

E
n
tla
stu
n
g d

u
rch B

esch
leu
n
ig
u
n
g u

n
d V

erein
fa
ch
u
n
g
.
In
:

F
estsch

rift fu
r W

in
fried B

ro
h
m
.M

u
n
ch
en 2002,S

.351
374.

68
）

検
察
官
の
捜
査
手
続
の
処
理
状
況
を
伝
え
る
検
察
統
計
は
一
九
八
一

年
か
ら
よ
う
や
く
連
邦
全
体
に
つ
い
て
公
刊
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

統
計
デ
ー
タ
源
の
最
新
状
況
に
つ
い
て
、
参
照
、H

ein
z
(A
n
m
.
65),

II.

69
）

デ
イ
ヴ
ェ
ル
ジ
オ
ー
ン
率
と
い
う
の
は
、
非
公
式
又
は
公
式
に
（
一

般
刑
法
に
よ
っ
て
有
罪
を
言
い
渡
さ
れ
た
者
や
刑
法
第
五
九
条
、
刑
法

第
六
〇
条
に
よ
る
裁
判
を
受
け
た
者
）
制
裁
を
受
け
た
者
の
中
に
占
め

る
、
刑
訴
法
第
一
五
三
条
、
刑
訴
法
第
一
五
三
条
ａ
、
刑
訴
法
第
一
五

三
条
ｂ
（
非
公
式
に
制
裁
さ
れ
た
者
）
に
よ
っ
て
手
続
が
打
ち
切
ら
れ

た
者
の
割
合
の
こ
と
を
い
う
。

70
）

K
a
u
sch

,
E
rh
a
rd
.
D
er S

ta
a
tsa
n
w
a
lt,
ein R

ich
ter v

o
r d
em

 
R
ich
ter?

U
n
tersu

ch
u
n
g
en zu

153a S
tP
O
.
B
erlin 1980.

71
）

S
ch
o
ch
,
H
ein
z.
E
m
p
feh

len sich Ä
n
d
eru

n
g
en u

n
d E

rg
a
n
-

zu
n
g
en
 
b
ei d

en
 
stra

frech
tlich

en
 
o
h
n
e
 
F
reih

eitsen
tzu

g
?

G
u
ta
ch
ten

 
C
 
zu
m
 
59.

D
eu
tsch

en
 
Ju
risten

ta
g
.
M
u
n
ch
en

 
1992,

C 1
C 138;

h
ier:

C 21.

北研 46(1・ )119  119

ドイツ刑法は保安刑法への途上にあるのか― 変遷期にある法効果体系、制裁実務及び刑事政策討議 (中)



72
）

V
g
l.

A
lb
re
c
h
t,

H
a
n
s-J
o
rg
.
Ö
ffe
n
tlic

h
e
 
M
e
in
u
n
g
;

K
rim

in
a
lp
o
litik

 
u
n
d K

rim
in
a
lju
stiz.

In
:
W
a
lter,

M
ich
a
el;

K
a
n
ia
,
H
a
ra
ld
;
A
lb
rech

t,
H
a
n
s-Jo

rg
(H
rsg

.).
A
llta

g
sv
o
r-

stellu
n
g
en
 
v
o
n
 
K
rim

in
a
lita

t.
M
u
n
ster

 
2004,

S
.
491

520;

h
ier:

S
.
502

503.

73
）

刑
訴
法
第
一
五
三
条
以
下
に
よ
る
処
理
状
況
に
関
す
る
検
察
統
計
は

犯
罪
類
型
毎
の
区
別
が
さ
れ
て
い
な
い
。
よ
う
や
く
二
〇
〇
四
年
の
報

告
か
ら
検
察
官
の
手
続
状
況
が
処
罰
規
定
の
（
極
め
て
大
雑
把
な
）
類

型
毎
に
為
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

74
）

住
民
人
口
一
〇
万
人
当
た
り
で
調
べ
る
の
が
国
際
比
較
で
は
普
通
で

あ
る
、
な
ぜ
な
ら
、
た
い
て
い
、
人
口
デ
ー
タ
に
つ
い
て
の
年
齢
群
毎

に
区
別
さ
れ
た
時
間
系
列
を
入
手
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
被
収
容
者
率
は
過
小
評
価
さ
れ
る
、
な
ぜ
な
ら
、
刑
事
未
成
年
人

口
も
計
算
に
入
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
い
っ
そ
う
信
頼
が

お
け
る
の
は
、
刑
事
成
年
住
民
人
口
と
の
関
連
で
の
被
収
容
者
率
で
あ

る
。
但
し
、
こ
の
算
出
も
真
の
値
の
近
似
値
に
過
ぎ
な
い
。
と
い
う
の

は
、
基
礎
数
が
｜

ド
イ
ツ
刑
法
の
適
用
領
域
で
犯
罪
を
犯
し
、
ド
イ

ツ
の
裁
判
所
に
よ
っ
て
刑
を
宣
告
さ
れ
、
ド
イ
ツ
で
執
行
さ
れ
う
る
者

の
人
数
｜

ま
っ
た
く
分
か
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
分
か
る
の
は
、
住

民
登
録
の
さ
れ
た
人
数
だ
け
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
住
民
登
録
義
務

の
な
い
者
（
し
か
し
、
お
そ
ら
く
犯
罪
を
犯
し
う
る
し
、
有
罪
判
決
を

下
さ
れ
う
る
者
）
は
抜
け
て
い
る
。
例
え
ば
、
旅
行
者
、
職
業
上
の
往

来
者
。
住
民
登
録
義
務
は
あ
る
が
、
登
録
し
な
か
っ
た
者
、
特
に
、
違

法
滞
在
外
国
人
も
抜
け
て
い
る
。
住
民
登
録
を
し
て
い
な
い
者
が
ど
れ

く
ら
い
に
上
る
の
か
は
分
か
ら
な
い
。分
か
る
の
は
、こ
の
こ
と
に
よ
っ

て
、
頻
度
数
（
な
い
し
被
収
容
者
数
）
が
過
大
評
価
さ
れ
る
と
い
う
こ

と
だ
け
で
あ
る
。
も
っ
と
難
し
い
の
は
、
自
由
刑
に
関
し
て
も
保
安
監

置
に
関
し
て
も
必
要
な
の
だ
が
、
年
齢
群
毎
に
絞
ろ
う
と
す
る
場
合
で

あ
る
。
と
い
う
の
は
、
年
齢
群
を
成
人
に
限
定
す
る
と
（
そ
れ
自
体
は

も
っ
と
も
な
考
え
な
の
だ
が
）、一
般
刑
法
で
有
罪
判
決
を
言
い
渡
さ
れ

た
年
長
少
年
が
排
除
さ
れ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
年
齢
群
を
一
八
歳

へ
広
げ
る
と
、
基
礎
数
が
過
大
評
価
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、

少
年
刑
法
に
よ
っ
て
有
罪
判
決
を
言
い
渡
さ
れ
る
者
が
こ
れ
に
含
ま
れ

て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

75
）

実
証
研
究
に
よ
れ
ば
、
犯
罪
者
｜

被
害
者
｜

和
解
お
よ
び
損
害

回
復
は
刑
法
第
四
六
条
ａ
の
場
合
と
し
て
よ
り
も
む
し
ろ
デ
イ
ヴ
ェ
ル

ジ
オ
ー
ン
処
分
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。v

g
l.
B
a
ls,

N
a
d
in
e;
H
il-

g
a
rtn
er,

C
h
ristia

n
;
B
a
n
n
en
b
erg

,
B
ritta

.
T
a
ter-O

p
fer-

A
u
sg
leich

 
im
 
E
rw
a
ch
sen

en
b
ereich

.
M
a
n
ch
en
g
la
d
b
a
ch

 
2005,

S
.
87

90;
K
a
sp
a
r,
Jo
h
a
n
n
es.

W
ied
erg

u
tm
a
ch
u
n
g u

n
d

 
M
a
d
ia
tio
n
 
im
 
S
tra
frech

t.
R
ech

tlich
e
 
G
ru
n
d
la
g
en
 
u
n
d

 
E
rg
eb
n
isse ein

es M
o
d
ellp

ro
jek

ts zu
r a
n
w
a
ltlich

en S
ch
lich

-

tu
n
g
.
M
u
n
ster,

S
.
248

251,
S
.
S
.
313.

76
）

V
g
l.
z.
B
.
W
a
n
d
rey

,
M
ich
a
el;

W
eitek

a
m
p
,
E
lm
a
r G

.M
.

D
ie
 
o
rg
a
n
isa
to
risc

h
e
 
U
m
se
tz
u
n
g
 
d
e
s
 
T
a
te
r-O

p
fe
r-

A
u
sg
leich

s
 
in
 
d
er
 
B
u
n
d
esrep

u
b
lik
 
D
eu
tsch

la
n
d
-
ein
e

 
v
o
rla
u
fig
e
 
E
in
sch

a
tzu

n
g
 
d
er
 
E
n
tw
ick

lu
n
g
 
im
 
Z
eitra

u
m

 
v
o
n
 
1980

1995.
In
:
D
o
llin

g
,
D
ieter

 
u
.a
.
(H
rsg

.).
T
a
ter-
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O
p
fer-A

u
sg
leich

 
in
 
D
eu
tsch

la
n
d
.
B
esta

n
d
sa
u
fn
a
h
m
e
 
u
n
d

 
P
ersp

ek
tiv
en
.
B
o
n
n 1998,

S
.
121

148;
h
ier:

S
.
143.

77
）D

esseck
er,A

x
el.L

eb
en
sla
n
g
e F
reih

eitsstra
fe,S

ich
eru

n
g
s-

v
erw

a
h
ru
n
g u

n
d U

n
terb

rin
g
u
n
g in ein

em
 
p
sy
ch
ia
trisch

en
 

K
ra
n
k
en
h
a
u
s.
D
a
u
er u

n
d G

ru
n
d
e d

er B
een

d
ig
u
n
g im

 
Ja
h
r

 
2
0
0
6
.

W
ie
s
b
a
d
e
n
 
2
0
0
8

(h
ttp

: /
/
w
w
w
.k
r
im
z
.d
e
/

filea
d
m
in
/
d
a
teia

b
la
g
e
/
fo
rsch

u
n
g
/
tex

te
/
L
F S

V
 
P
K
H

 
2006.p

d
f),
S
.
7,
59,

T
a
b
.
I.3a

.

執
行
期
間
は
一
一
・
七
五
年
と
二

七
・
五
年
の
間
で
ば
ら
つ
き
が
あ
っ
た
。

78
）

D
esseck

er
(A
n
m
.
77),

S
.
21 f.,

67,
T
a
b
.
2.3a

,
S
.
68,

T
a
b
.
2.

3d
.

先
行
し
た
刑
罰
と
保
安
監
置
の
執
行
期
間
は
四

二
年
と
二
二

二

年
の
間
に
あ
っ
た
。

79
）

D
esseck

er
(A
n
m
.
77),

S
.
28 f.,

T
a
b
.
3.a
a
.

収
容
期
間
は
〇

二
五
年
と
三
六

八
年
の
間
で
ば
ら
つ
き
が
あ
っ
た
。

80
）

D
esseck

er
(A
n
m
.
77),

S
.
91,

T
a
b
.
3.3d

.

81
）

D
esseck

er
(A
n
m
.
77),

S
.
43.

〔
訳
者
あ
と
が
き
〕

本
拙
訳
は
、
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ハ
イ
ン
ツ
教
授
（P

ro
f.
D
r.W

o
lfg
a
n
g

 
H
ein
z
 
a
n
 
d
er
 
U
n
iv
ersita

t
 
K
o
n
sta
n
z /D

eu
tsch

la
n
d

）
の
論
文

「,,W
eg
sch

ließ
en
,
u
n
d zw

a
r fu

r im
m
er!“

D
a
s d
eu
tsch

e S
tra
frech

t
 

a
u
f d
em
 
W
eg zu

m
 
S
ich
erh

eitsstra
frech

t?
-
R
ech

tsfo
lg
en
sy
stem

,

S
a
n
k
tio
n
ieru

n
g
sp
ra
x
is
 
u
n
d
 
k
rim

in
a
lp
o
litisch

er
 
D
isk
u
rs
 
im

 
W
a
n
d
el,

in
:
F
estsch

rift
 
fu
r
 
H
a
n
s-W

o
lfg
a
n
g
 
S
tra
tz
 
zu
m
 
70.

G
eb
u
rtsta

g
,
2009

」
の
翻
訳
で
あ
る
。
翻
訳
に
当
た
っ
て
は
ハ
イ
ン
ツ
教
授

の
快
諾
を
得
た
。
な
お
、
翻
訳
（
上
）
は
本
誌
前
号
（
第
四
五
巻
第
四
号
二
〇

一
〇
年
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
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